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体育科教育学における基本的研究課題
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I は じめに

今日の体育科教育は、指導内容の中核が体操、

各種スポーッ、ダンスなどに限られてお り、 しか

もその指導、評価についても体操、スポーツ、 ダ

ンスなどの技能水準が対象になっている。 また、

学習指導は、生涯体育 ・生涯スポーツをめざす方

¬ですすめられていることからして、今日の体育

科教育は実はスポーツ教育そのものになっている

とみることが許されよう。

そこで、われわれは生涯スポーツ教育に関連づ

|ナた体育科教育学の基本的な研究課題は一体 どの

ようなものになるのかを究明することにより、今

後の体育科教育学研究の深化 0充実に資する基礎

的資料が得られるのではないかと考え本研究に取

|)組んだ。

その第一の理由として、体操、スポーツ、 ダン

ス中心の指導内容になっている体育科教育学にお

ける諸研究課題は、おそらく根本的には生涯スポー

ツの教育的在 り方と生涯スポーツ教育の在 り方を

確立することと、これら二つの在 り方に即 したス

ポーツの教育的体系的な確立とスポーッ教育の実

践的体系的確立という大きくこれら四つの基本的

課題に総括できるのではないかと考えたからであ

る。

第二の理由としては、わが国のみでなく国際的

にみて、体育及びスポーツに関する基本的諸概念

と用語に関連する諸現象間の区別、などにみられ

る曖味さと混乱が放置されているという、われわ

れの現状認識があげられる。スポーツ現象と体育

現象との区別やスポーツのとらえ方、生涯スポー

ツのとらえ方などを曖味にしたままにしていて体

育科教育学の研究を推進することは砂上の楼閣に

なりかねないように思われるからである。

Ⅱ 研究法

われわれは長年にわたって、体育学及びスポー

ツ学の理論体系の究明を研究課題の一つにしてき

た。また、人間の生活 0生存に欠 くことのできな

い役割を果たすことのできる体育及び体育的スポー

ッを共通理解が得られるような原点をもとにして

演繹的考察、実践的研究などによって追究 してき

た。さらに、現代社会における体育現象及びスポー
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ツ現象の多様化の在 り方をも研究課題にしてきた。

ここではそれらの研究結果を踏まえて、主に演繹

的考察によって生涯スポーッ教育をめざす体育科

教育学の基本的研究課題を究明することにした。

Ⅲ 研究結果

1.生 涯スポーッの教育的な在 り方

(1)ス ポーッ及び生涯スポーツのとらえ方につ

いて

生涯スポーッの教育的な在 り方を究明するには、

何よりもまずスポーッ及び生涯スポーツのとらi

方についての共通理解を図る必要があることから

まずこの点に着目した研究結果を述べてみる。

表 1は、一つには現代社会におけるスポーツ三

象の多様化についての、われわれの現状把握をま

とめた研究結果である。今一つには、現代社会、こ

おけるスポーッの多様化の望ましい在 り方に関f

るわれわれの見解をも体系的に示そうと試みた、

のにもなっている。
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表 1 現 代 社 会 に お け る スポ ー ツ現 象 の 多様 化

一般スポーッ 【ζl農二必:rT桑」τ
ツ三ヨー{索婁盟二」:∠ぃ;I旺猛il暴菫,スポーツ

(体育化も図られた諸生活運動) ギャンカレ
0見せるスポーッ
見せるスポーッ

主に,行われる
場に着目して {言基11三;8音を11ヽ1三見LIな11」ラr)

青墓イ:l人{:ilil:;―ツ 三卜1       サ

{:i11∫!鍵峯[1)贅早奎;)スポ~ツ
(新聞,雑誌など)スポーッ
ラジオ放送スポーッ
話題スポーッ

非競争的スポーッ

//非 競争的活動

、`非規則的活動

図 1 一般スポーツ (Sports for AII)の とらえ方

競争的スポー
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図1は、表 1の中の1.「 主に行う人の要求、

三き方などに着目して」における一般スポーツの

二らえ方を示したものになっている。生涯スポー

'|二おけるスポーッは、一般に表の中の一般スポー

｀
としてとらえられていると考えられる。しかし、

三:堅のある時期に、あるいは生涯をも通して特殊

・、ポーツをも組み込む場合には特殊スポーツをも

左ヽさせることになる。

図 2は生涯スポーツの全体としてのとらえ方を

「造的に示そうとして得られた研究結果である。

われわれは人間の要求と生き方、行 う人の諸身体

的条件などを考え、生涯段階に即 して行 うことの

期待されるスポーツ現象の全体を生涯スポーツと

してとらえようとする立場にたっている。 このよ

うな生涯スポーツは、生涯段階別の横断的な構造

とそれぞれの横断的構造の生涯段階に即 した望ま

しい変化としての縦断的構造とを伴って存在 して

いる現象としてとらえなければならないと考えて

いる。

高齢期スポー
①レクリェーション的スポーツ

②健康体力づくリスポーツ

③一般体育的スポーツ

①健常者スポーツ

②障害者スポーツ

③病弱者スポーツ

生産年齢期スポー

①健常者スポーツ

②障害者スポーツ

③病弱者スポーツ

①レクリェーション的スポーツ

②健康体力づくリスポーツ

③一般体育的スポーツ
(④特殊スポーツ)

発育期スポー

①健常者スポーツ

②障害者スポーツ

③病弱者スポーツ

①レクリェーション的スポーツ

②健康体力づくリスポーツ

③一般体育的スポーツ
(④特殊スポーツ)

図 2 生涯スポーツのとらえ方 (その 1)

表 2 わ が 国 に み られ る諸 体 育 観

1 スポーツ型体育観

2 健康0体力の維持0増進

型体育観

3 生活(設計0統御)型体育観

[提[彬よ塁屎讐yフ
スタイル型体育観]

体 育  観

レジャースポーッ(レクリエーショ

ンスポーツ)型体育観

競技スポーツ型体育観

求道スポーツ型体育観

健康0体力づくリスポーツ型体育観

①スポーツ(体育運動)実践の重視

②生活の一部になる現象

①活動0栄養0休養の三本柱

②個人的社会的にみて望ましい生き方のできる能

力0態度育成の重視

③生活全体にわたる一面性になる現象

(1)

佗)

暢)

に)

■体育 (心育)は 主に全ての身体的なこと (精神的なこと)を 通して、個人的 0社会的にみて望ましい生き方のできる人間の身体的

精神的育成 (精神的身体的育成)を 意図的に図る、生活全体を一面的に設計 ・統御する現象である。

(1)健康型体育観

(鋤 健康・体力型体育観

C運動0栄養0休養の三本柱

②健康の維持0増進の重視

③生活の重要な部分にかかわる現象
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表 2は 、今日わが国に実践的に存在 していると

みられる諸体育観を類型化して示そうとして得 ら

れた研究結果である。その一つの類型は、スポー

ツ型体育観で主な特徴に着目すると、さらに 4種

類に分けることができると考えられる。この体育

観は、スポーッ指導者と体育指導者 とを同一視 し

ている文部省型体育観とも呼ぶことが許されると

考えられる。この体育観の最大の問題点としては、

スポーツだけでは体育のめざす身体的精神的人間

形成はできないということがあげられる。

その一つの類型は、健康 ・体力の維持増進型体

育観であって運動、栄養、休養の三本柱による厚

生省型体育観あるいは医学的体育観 と呼ぶことも

許されると考えられる体育観である。 この体育観

の最大の問題点としては、精神的人間形成にかか

わりのないとらえ方になっている点があげられる。

その一つの類型には、活動、栄養、休養の三本

柱による生活全体にわたる一面性になる現象とし

てとらえているわれわれの提唱する生活設計 。統

御型体育観である。この体育観は、スポーツ型体

育観及び健康 ・体力型体育観とは対立 しない、両

者をも内在させたより広い視点にたったとらえ方

とらえ方

表 3 行う国民スポーツのとらえ方 ・在り方

i :::[{三
§I:ilif:笙 島

図られた生活運動

①健康・体力の向上
②生活・生存に要求される動きへの適応能の向上
③めざす望ましい生き方のできる能力の向上
④レクリェーシヨン能の向上
⑤安全能の向上

①年代性 (発育期、生産年齢期、高齢期)障 害条件性
②生活類型性 (精神労働型、中間型、肉体労働型など)
③環境性 (都市型、中間型、農村型など)

①経済性、日常性、便宜性
②能力開発性
③安全性
④親和・協力性
⑤レクリェーシヨン性、積極的休虐、性

2 .在 り

°背磐響Tl~

(2)行う人に着目して

(3)行い方に着目して

※ 1 国民に生涯にわたって、広く義務として行うことが期待される、個人的 0社会的にみて望ましい平
和な生きがいがある生き方に役立つスポーツ

現代社会における 「見る国民スポーツ」の役割 ・重要性

になっている。この体育観の特徴は、体育実践が

各人の生き方に即したライフスタイルの形成に積

極的に寄与していくこと、換言すると望ましい方

向での人間形成に確実に寄与していくことにある。

したがって、この体育観は表 2の 中に示すように、

根源的 0日常的ライフスタイル型体育観あるいは

人間形成型体育観と呼ぶと、一段 とその特徴が明

確になるように考えられる体育観である。われわ

れは生涯スポーツをこのような生涯段階に即 した

生活設計 ・統御型体育観に組み込んでいる、組み

込まれていることの望まれるスポーツ現象の全体

としてとらえようとする立場にたっている。

一方、生涯スポーツは、社会教育的には一般に

全体 として表 3に 示すような行う国民 スポーツ

(sports for a11)としてもとらえられるとするこ

とには異論の余地はないと考えられる。 ここでの

国民スポーツとは、広 く国民が生涯にわたって義

務として行うことが期待されるような一般的体育

的スポーツを言う。このことは、国民スポーツは、

国民が義務としてスポーッ環境を整えることの期

待されていることを意味するものである。

※ 2
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表 4 生涯スポーツのとらえ方

一般スポーツ及び特殊スポーツをも組み込んだ一般的スポーツ

生活設計 ・統御型体育に内在 させるスポーツ

生涯段階に即 して構築されたスポーツ

行う国民スポーツ

表1、表2、表3、図1、図2をもとにすると、

生涯スポーツのとらえ方は表4に示すように①一

般スポーツ及び特殊スポーツをも組み込んだ一般

的スポーツ、②生活設計 ・統御型体育に内在させ

るスポーツ、③生涯段階に即して構築されたスポー

ツ、④行う国民スポーツ、などとして総括するこ

とができると考えられる。

(2)生涯スポーツの教育的な在り方について

表5は生涯スポーツの教育的な在り方における

教育のとらえ方、教育的な在 り方のとらえ方を示

そうとして得られた研究結果である。ここでは、

教育を人間形成を図ることという極めて広いとら

え方をしてある。その理由は、生涯スポーツの実

践現象は一般に広 く日常生活現象として存在 して

おり、それらの実践現象が効果的になるようにす

ることのすべての教育としてとらえておくことが

必要だからであるc

教 育一
[:

表 5 教育、教育的な在 り方などのとらえ方

人間としての成長 ・発達を図ること

人間形成を図ること
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ト
ー
ー
Ｌ

教育の範囲 (1)

教育的な在 り万 一 個人的 ・社会的にみて望ましい生き方のできる人間の身体的 ・精神的育成

に役立つこと

このような広いとらえ方をすると、教育とは表

の中の2の①、②、③の三つの場合を含む(1)のと

らえ方をすることが望ましいことになる。われわ

れは教育的な在り方を、特に体育及び体育的スポー

ツとの関連づけを考えて 「個人的 ・社会的にみて

望ましい生き方のできる人間の身体的精神的育成

に役立つこと」としてとらえている。

図6は、人間形成を可能にする体育 ・体育的ス

ポーツの実践的 ・基本的構築ルートを示そうと試

みたものになっている。この図の中の 3種 のとら

え方による目標は、人間形成の3つ の視点から目

的的にとらえたものになっている。 したがって、

いずれの視点からの目的にも即するようにしてい

くことが、真の人間形成になっていくことになる[

このようにみてくると生涯スポーツの教育的な

在 り方は、これらの 3種類の諸基本的目的のいず

れの達成にも役立つこととしてとらえられること

になると考えられる[なお、表8に示す 「究極的

応用的階層に示したこと十二役立つこと」も生涯ス

ポーツの教育的な基本的な在り方を示したものに

なっている3

表 6は 、生涯スポーツを生涯段階を考えて大 き

く発育期スポーツ、生産年齢期スポーツ、高齢期

スポーツに分け、それぞれの在 り方の基本的特徴
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表 6 生涯スポーツの生涯段階に即 した在り方

発 育 期 スポ ー ツ 生産年齢期スポーツ 高齢 期 ス ポ ニ ツ

① 学習生活を全体として効果的に

するのに役立つこと

② 心身にわたる全面的発育 ・発達

に役立つこと

③ 安全な生きがいのある生活をす

るのに役立つこと

① 生産生活を全体として効果的に

するのに役立つこと

② 健康 ・活動力の向上 0維持に役

立つこと

③ 安全な生きがいのある生活をす

るのに役立つこと

① 生産的なことにも寄与し、自立

的に生活をするのに役立つこと

② 心身にわたる老化防止に役立つ

こと

③ 安全な生きがいのある生活をす

るのに役立つこと

を示そうと試なた結果得られた研究結果である。

われわれは、発育期スポーツでは効果的な学習

生活の充実と心身にわたる全面的発育 ・発達に役

立つことを、生産年齢期スポーツでは生産性の高

い生活と生産の基礎になる健康 ・諸活動の向上 ・

維持に役立つことを、高齢期スポーツでは生産的

なことにも寄与でき老化防止に役立つことを、そ

れぞれの段階における最も重要な基本的課題にす

べきであると考えている。したがって、この表は

生涯スポーツの教育的な在 り方を縦断構造的に示

基本的な研究課題には、①体育及び生涯体育に

おけるスポーッ及び生涯スポーツの位置づけ方、

②スポーツ及び生涯スポーツの教育的 0体系的な

とらえ方・在り方、③生涯スポーツに組織的に内

在させる基礎 ・基本的なことの教育的なとらえ方。

そうとしたものにもなっていることになる。

(3)生 涯スポーツの教育的な在 り方に関する基本

的諸研究課題について

表 7は 、生涯スポーツの教育的な在 り方を全体

的構造的に明らかにするには、何 よりその基本的

研究課題として生涯スポーツのどんなことについ

ての教育的な在 り方を取 り上げるとよいかを示そ

うとして得られた研究結果である。

在り方、④教育的なとらえ方・在り方に即した生

涯スポーツの体系的な確立のための研究の在り方、

⑤現行諸スポーツの体育及び生涯体育的視点から

の評価の在り方、などがあげられる。

表7 生涯スポーツの教育的な在り方に関する基本的諸研究課題

―① 体育及び生涯体育におけるスポーツ及び生涯スポーツの位置づけ方

一② スポーツ及び生涯スポーツの教育的・体系的なとらえ方・在り方

一③ 生涯スポーツに組織的に内在させる基礎 ・基本的なことの教育的・体系的なとらえ方・在り方

一④ 教育的なとらえ方・在り方に即した生涯スポーツの体系的確立のための研究の在り方

一⑤ 現行諸スポーツの体育及び生涯体育的視点からの評価の在り方、など
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表 8 生涯スポーツに内在させる基礎 ・基本的なことのとらえ方 0在 り方

階 層 段 階

① 一般スポーッ         

‐………~~― ――一

:曇尾属lII  }   魯厭言I11」
~ {:i謹捨更淑象げ天五男7:蓬資粂轡,,

諸体育的スポーッの全体としての生活
＼の取り入れ方 (ス ポーッ生活 )

階 層 段 階 に 即

① 諸基本的価値の追求 0実現がスポーツ
によっても図られている生活

② 諸基本的価値の追求 ・実現能力の
スポーツによる開発

① 発育期基礎 ・基本的なこと

③

　

④

② 生産年齢期基礎 0基本的なこと

高齢期基礎 ・基本的なこと

障害者基礎 ・基本的なこと

基 本 的 柱

① 平和な生きがいのある生き方がスポーッに
よっても図られている生活

②のI黎整争庭rT畠糞
る生き方のできる能力

①
る曇警
・基本的な動き、動きづくりの行い方などに関す

②
な答在畠響昔[警

立つ運動負荷、体力づくりのすすめ方

③
するざIツ

によるレクリエーション及び積極的休′息に関

④
の育戚丁こ島事を言警

的人間的育成 (精神的能力、態度

⑤
関挙言2言

防・克服能力のスポーッ的方法による開発に

究極的実践的階層

直接的実践的階層

層階的礎基

表 8は、表 7の③に示した体育的スポーッに内

在させる基礎 0基本的なことのとらえ方 ・在り方

を示したものになっている。生涯スポーッの体系

姦:L翫花早ぞ省曹慮望ま乳詈勤讐慮副喜

的創造にはこの表の中の基礎的階嘱に示した基礎 ・

基本的なことの究明が、生涯スポーッの組織的確

立に最も重要なことになる。なかでも基礎 0基本

表 9 人間の生活 ・生存に要求される基礎 ・基本的動きのとらえ方

日常生活に要求される動き
災害の予防 0克服に要求される動き
生産に要求される動き
レクリェーションに使われる動き

ェ実會召た勤」
ヽスピ~ド ・パワー、持久力、柔軟性などを高めるために特別に

第 1次的基礎的動き ※1
要素的な動き―一。「立つ、走る、など
第 2次的基礎的動き ※2
いくつかの要素的な動きの含まれている基礎的な動き

第 3次 的基礎的動き
歩
兵b走
ってきて遠くへと遮ゞ、など

晉_1姿l…簾ふ姿釈?夷T寂みをF買畠禦惣よ膏蜆是るペースなど
年代に即した動き
性に即した動き
障害条件に即した動き

曇雰賃詔簗潔電冒旨言早ヒ百ええ易奮動
き

環境の種類に着目してとらえた動き

ξ議罫2場諮霙希惟磐言思キ百言え危当?き

人間の生活 ・生存
に着目して

動きの段階的なと
らえ方に着目して

人間の生物的
条件に着目して

その他の条件に
着目して
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的動きが最も重要である。

活設計 ・統御型体育観をも

表 9は、われわれの生

とにするとき、 どんな

ことが基礎 ・基本的動きとしてとらえ

示そうとして得られた研究結果である。

られるかを

図 3は 、

A→

C→

表 7の④の 「生涯スポーツの体系的な確立のため

の研究の在り方」に対応するわれわれの知見を示

したものになっている。表 7、表 8、 表 9、 図 3

は、われわれのグループでの生活設計 ・統御型体

2.生 涯スポーツ教育の在り方

(1)生 涯スポーツ教育のとらえ方について

表10は、生涯スポーツ教育のとらえ方に関する

生命力・基礎行動体力など
の育成のための9年齢・性
0能力などに即した運動負
荷・環境負荷などの究明

図 3 体育運動 (生涯スポーツ)の 体系的確立のための研究チャー ト

ど
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スポーツ教育及び生涯スポーツ教育のと

の二つに分けて示したものになっている。
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姉
教育のとらえ方についてはすでに表 5で も示 し

てきたが、ここでは生涯教育を生涯にわたる計画

性、一貫性のある教育としてとらえることにした。

特に、一貫性は教育目標、教育方法にわたつて考

えなければならない性質のものでもある。

スポーツ教育をスポーツの教育、換言すると主

な
基

究
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る

の
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生命力0基礎行動体力な
どの向上を主なねらいと
する基礎・基本的動きの

究明

効果的な動き方の

究明

現在および将来の
生活 ・生存に欠く
ことのできない基
礎 0基本的動きの

体系的究明
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動
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にスポーツ能力の開発 ・向上を図ることをも含む

スポーッを通しての教育、さらに換言すると、ス

ポーツを通しての身体的 ・精神的育成を図ること

としてとらえている。

表 11生 涯 ス ポ ー ツ 教 育 の 在 り方

に峯
｀
ぜπttζえり方_1                濃11量li讐曇:あ

る生き方の

着菖じそ教育褒ぢに__[: 彙余[言詈百熟ふ11[曇][[[lllit]11111[
生涯段階に着長yて__[           i     tiII｀

など)の特性に即し

※ 1 図 6 表 8
※2 図 5・ 607
※3 表 6

表11は、われわれの生活設計 ・統御型体育観を  まる。また、(3)の生涯段階に即 したスポーツ教育

もとにした生涯スポーツ教育の在 り方を示 したも  の在 り方には、すでに表 6の生涯スポーツの生涯

のになっている。ここに示されている(1)のスポー  段階に即 した在 り方の中で示したことがそのまま

ツ教育の在 り方に着目したとらえ方、(2)のスポー  あてはまる。したがって、ここでは(2)のスポーツ

ツ教育方法に着目したとらえ方は、いずれも人間  教育方法の在 り方に関して、表12、図 4、 図 5、

の生涯の総ての段階に必要なとらえ方になっている。  図 6、 図 7を もとにして、生活設計 ・統御型体育

教育目的に着目したスポーッ教育の在り方には、  におけるスポーツ教育方法の基本的な在 り方に関

生涯スポーツの教育的な在り方の中で示してきた  するわれわれの見解として①、②を示しておくこ

図6の Bブ ロックで示したことがそのままあては   とにした。

表12 体

環境負荷は体育的保健手段としてもとらえられるc

精神活動は,身体への影響に着目するとして体育手段としても位置づけられるc
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体育のとらえ方にみ
られる曖味さ、混乱
などの解消を試みる。

スポーツ・体育的ス
ポーツ・保健・医療
など、関連領域との
位相的領域区分を考
える。

晦雄噸
に
諸
る
。

育
る
図

教
す
を‐

ぢ

す

六
円
け
ゴ
婦
賄
欄
琳
，現州
ヽ
の

←

⇒

①実践的研究を通tノ
て検証する。
②現実にみられる体
育現象によって検証
する。
体育指導者・研究
者の体験をもとにし
て検証する。

望ましい人間形成を l  I年 齢段階、性、生 l l体 育を通しての身体
可能にする体育のと ___き 方などに即した _的 0精神的人間形
ら4方、在り方など I l体 育内容の確立を 1 1を 効果的にする方法
を考える。     | 1図 る。      | 1契 機を探るf

図 5 生活設計 0統御型体育の演繹 0帰納法的研究チャー ト

幸福に生きるための基本的
価値に着目した目標

人間形成を可能に
する根本的方法契
機

図 6 人間形成を可能にする体育の実践的 ・基本的構築ルー ト

ー 特に基本的契機となることに着目して一

幸福に生きるための基本的
条件に着目した目標

C→

D→

災害の予防・克服能力の育成   ~ 愛 0和 0権、などの価値の認識。
L一」
② 身体的行動力の

② 個人的e社会的にみて望ましい     追求・実現に役立つ能力、特に     育成
生きがいある生き方のできる能力  

…
 情操の育成          

…
③ 精神的行動力の

%曇▲寧島甘貪躍籠劣源審議
い □ 憂三薫三鷲、

・
著し澱薦融謙套ヽ日 8皆拿潟狩瓢

3種 の目標のいずれにも即した体育の実践的内容を体系的に確立する

①
 喬賢島↑埋黎騎にみて望ましい生き方を目指す生活全体の一面性
になるように体育を設計する。

②
 委葬じ忙課番鬱知育 ・情育・意育によって実践していく

※生涯スポーツは体育の中に組
こまれて実践されていく。
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表12に実践内容として示した生活設計 0統御型

体育では、何よりも図 5の Bブ ロック④に示す

「体育を通しての身体的精神的人間形成を効果的

にする根本的方法契機を実践内容の整え方、実践

のすすめ方、などに着目して探る」必要がある。

この方法契機が明確になれば体育を通してのめざ

す方向での人間形成が意図的に確立できることに

なる。

図 6の Dブ ロックに示す 「人間形成を可能にす

る基本的方法契機」は、われわれのこれまでの研

究をもとにして得られた成果を仮説的に示 したも

のになっている。われわれは生活設計 ・統御型体

育が広 く受け入れられ、この仮説が体育方法、体

育教育方法、スポーツ教育方法の基本的在 り方を

示す実践的基本原理として広く認められることを

強く願っている。

価値の種類

(1)主 に精神的 ・社会的価値に着目

(2)主 に物的 ・社会的価値に着目して

(3)主 に身体的 0社会的価値に着目し

(4)主 に情動的 0社会的価値に着目し

(9 主に社会的 0精神的価値に着目し

ここに示してある根本的方法契機は、生涯スポー

ツと関連づけると①生涯にわたって個人的 ・社会

的にみて望ましい生き方に即した生活の一面性に

なるような体育に位置づけてスポーッ実践をでき

るだけ自主的にさせるように、あるいはするよう

にしていくこと。②各人にとって望ましいスポー

ツ生活の設計 ・統御能力を知育 ・情育 ・意育など

を通して、できるだけ自主的に高めさせられるよ

うに、あるいは高めるようにしていくこととして

示されると考えられる。

図7は、生涯スポーツ教育の教育方法に着目し

た根本的な在り方を人間に認識、追求、実現が期

待される価値と関連づけて示したものである。生

涯スポーツ教育は、この図の中の体育に関する教

育に組み込まれて行われていくことになるc

人間形成現象のとらえ万一→
(聖 )

真 ・…………

主三 ・・・。・・・・・00・

美 …・………

聖 …・………

利  …………・

寿 …………

動 …………

楽 …………

愛 …………

禾日  ・………・̈
¨

権 …………

(聖 育 )

真育

善育

美育

聖育

利育

寿育

動育

楽育

愛育

和育

権育

本日
　
　
　
　
本円

体
　
　

心ヽ

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

知育

情育

意育

※生涯スポーツ教育|ま
図中の体育に関丁を
教育に組みこまこて
行われてt くヽ

図 7 人 間 形 成 現 象 に お け る体 育 の 位 置 づ け

― 基本的価値に着日した基本的方法と関連づけて―
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表13は、生涯スポーツ教育の在 り方に関する基

本的研究課題になると考えられることをまとめ示

生涯スポーッ教育が望ましい方向で実践に役立

つように体系的に確立されていくためには、①体

育教育及び生涯体育教育における生涯スポーツ教

育の位置づけ方、②スポーツ教育及び生涯段階に

即したスポーツ教育の目的 。日標のとらえ方 0在

り方、③スポーツ教育方法及び生涯段階に即した

教育方法の基本的なとらえ方 ・在 り方、などにつ

いての共通理解が必要であると考えられる。

Ⅲ ま と め

以上の研究結果からスポーッ教育には、すべて

の人を対象にして生涯にわたって行われていくこ

との期待される生涯教育、生涯学習の一環として

欠くことのできない役割を呆たすことが期待され

ているとすることに異論はないとする結論的示唆

を引き出すことが許されると考えられる。また、

このような期待に応えられるような生涯スポーツ

教育をめざす体育科教育を推進させるためには、

①生涯スポーッの教育的な在り方及び生涯スポー

ツ教育の在り方の追求、②これらの在 り方に即し

て生涯スポーッの全体にわたる体系的追求及び生

涯スポーッ教育の全体にわたる実践的体系的な追

求が基本的研究課題になるとする示唆を引き出す

ことも許されると考えられる。

したものになっている。

表13 生涯スポーツ教育の在り方に関する基本的研究課題

体育教育及び生涯体育教育におけるスポーツ教育及び生涯スポーツ教育の位置づけ万

スポーツ教育における目的 0日標の基本的・体系的なとらえ方 ・在り万

生涯段階に即したスポーツ教育目標のとらえ方 ・在り方

スポーツ教育方法の基本的なとらえ方 ・在 り方

生涯段階に即したスポーツ教育方法の基本的なとらえ方。在り方

最後に多くの先生方からの御批判、御指導を切

望する。
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